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今後のまちづくりの方策 
〈効果を持続させる方策〉 

・更なる地域住民が交流する場の創出 

⇒郷土への愛着心が育まれるよう地域住民を含めた関係者・行政の協働によるまちづくりを推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の利便性の維持・向上 

⇒市民が生涯にわたって能力を伸ばせるよう様々な図書資料に身近に触れることのできる機会や場を

提供する。また、案内板などを用いた情報発信の充実に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈未解決・新たな課題への対応〉 

・東の玄関口（ゲートウェイ）としてふさわしい賑わいの創出 

 ⇒多彩な地域特性を活かした拠点形成を推進するため、地域の中枢施設に対する適正な維持管理と公共

空間でのポイ捨ての抑止するなど、快適な都市空間を形成する。 
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⇒市民が生涯にわたって能力を伸ばせるよう集客力のある講師を招いた魅力ある講座を開催し、市民の

様々な学習活動を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路及び交通施設整備の推進 

⇒災害に対する備えと予防を行い、人や物が盛んに市内を行き交えるよう鉄道高架化事業の早期実現と

緊急道路の整備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒多様な地域特性を活かした拠点形成を推進するため、鉄道高架化事業によって生み出される高架下空

間の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・交通結節の強化 

 ⇒人や物が盛んに市内を行き交えるよう、公共交通機関を利用しやすい環境づくりをすすめる。 

 

 

 

 

 

イメージ 

イメージ 


